
碧南市ライフステージ支援機関

出生前 0歳 3歳 6歳 12歳 15歳 18歳

※２　通常学級において、発達障害の支援を行うもの

※１　特別支援教育：従来の特殊教育の対象の障害だけでなく、LD、ADHD、高機能自閉症を含めて障害のある児童生徒の自立や社会参加に向けて、その一人ひとりの教育的
ニーズを把握して、持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善または克服するために、適切な教育や指導を通じて必要な支援を行う。

病院（医療・リハビリ・言語訓

保育園・幼稚園
障害児の受け入れ
相談、支援を行います

にじの学園
（母子通園施設）　マップＰ３０
℡０５６６－４２－６４４４
母子通園にて療育を行いま
す

市内小学校
特別支援教育※１
スクールアシスタント※
２

市内中学校
特別支援教育
スクールアシスタン
ト

保健センター：健康課　母子保健係
　℡０５６６－４８－３７５１　　　マップＰ３０
　相談・訪問・教室等
（育児での心配事や子どもの発達につい
て相談等を行います）

管轄：学校教育課℡０５６６－４１－３１１１（内５１１）

管轄：こども課
℡０５６６－４１－３３１１
（内４６３）

特別支援学校（一部抜粋）
○知的障害：県立安城養護学校（安城市）　　 　℡０５６６－９９－３３４５
　　　　　　  県立豊田高等養護学校（豊田市） ℡０５６５－５４－００１１
○肢体不自由児：県立ひいらぎ養護学校（半田市）　℡０５６９－２６－７１３１
○病弱・身体虚弱の児：県立大府養護学校（大府市）℡０５６２－４８－５３１１
○県立岡崎盲学校（岡崎市)　　℡０５６４－５２－１２８２
○県立岡崎ろう学校（岡崎市）　℡０５６４－４５－２８３０

特別支援学校幼稚部
岡崎盲学校幼稚部
岡崎ろう学校幼稚部

進学（高校・専門学校・
大学・職業訓練校）

一般就労
福祉就労
就労訓練（就労移行支援・就労
継続支援）

　
P３７

事業所への通所（障害福祉
サービスの利用）Ｐ29～34参照

福祉サービスの利用（日中一時支援、移動支
援、短期入所など）　　　Ｐ２９～３4参照

刈谷児童相談センター　　℡０５６６－２２－７１１１　　　刈谷市神田町１－３－４
　子どもの発達・発育や子どもへの対応などの相談、知能検査および判定、18歳までの療育手帳の発行を行います



福祉サービスを利用するまでの流れ

※サービス等利用計画・・・ご本人が望む生活をするにあたり現在の課題や今後の支援内容を記したもの。
指定相談支援事業所が作成してくれる。（Ｐ.39～40参照）

サービスを利用する事業所と利用の契約をします。（直接、各事業所
に申し込みください）

使いたいサービスを決める：どんなサービスがあるの
か、どんなサービスをどこで使ったらよいかわらない場合は、
碧南ふれあい相談支援事業所または、碧南市役所福祉課へ。

申請：碧南市役所福祉課にサービスの申し込みをします
　　　　　＜持ち物＞
　　　　　　障害者手帳または療育手帳、本人の保険証、認印
　　　　　（手帳をお持ちでない方は、事前にご相談ください）

手続き
（碧南市役所福祉課）

調査：認定調査員が後日、生活状況を伺いに訪問します
　　　　　（日程は、申請時に決めさせていただきます）

支給決定：市役所から郵送にて受給者証が届きます。
　　　　　　　　サービスの内容、使える期間などが書いてあり
　　　　　　　　ます。

契約
（利用する事業所）

サービス利用

利用料支払い：利用した事業所に利用料を支払います。

利用者や家族の方の状況（体の具合や生活環境）が変
わり、サービスを変更したい場合は、碧南ふれあい相談

支援事業所または市役所福祉課へご相談ください。

18歳以上になると、
毎月1回行われる
認定審査会で障害
区分が決定され、
その後受給者証が
発行されます。

障害福祉サービ
ス、
放課後ディサービ
スなどを使う場合
は、※サービス等
利用計画を相談支
援事業所に立てて
もらう。



①碧南ふれあい相談支援事業所

　碧南ふれあい訪問介護事業所

②ふれあい福祉園ガイア

　ふれあい支援センター

　ガイア相談支援センター

③碧南ふれあい作業所

④はーねすケアセンター

⑤クローバーの家（高浜へ移転）

⑥クローバーケアステーション

⑦木陰ケアサポート

⑧しんかわヘルパーステーション

⑨生活サポートみらい

⑩エンジェルス

⑪保健センター

⑫にじの学園

事業所マップ



サービスの解説（主なものを抜粋）

サービスは、大きく分けて①障害福祉サービス②地域生活支援事業③障害児通所支援事業の

３つに分かれます

障害福祉サービス

☆訪問系サービス

居宅介護：　ホームヘルパーが自宅に訪問して入浴、排せつ、食事の介護を行います。

☆日中活動系サービス

☆居住系サービス

行動援護：　自己判断能力が制限されている人が行動するときに、危険を回避するために必要な支援、外出
支援を行います。

短期入所：　自宅で介護する人が病気の場合などに、短期間、夜間も含め、施設で入浴、排せつ、食事の介
護等を行います。

自立訓練（機能・生活訓練）：　自立した日常生活又は社会生活ができるよう、一定期間、身体機能又は生活
能力の向上のために必要な訓練を行います。

同行援護：　移動に困難を有する視覚障害者の人に外出時に同行して情報提供や移動の援護等の支援を
行う。

生活介護：　常に介護を必要とする人に主に昼間に入浴、排せつ、食事の介護、創作的活動、生産活動の機
会を提供します。

就労移行支援：　一般就労等を希望し、企業等への雇用や在宅就労が見込まれる人（65歳未満）、一般企業
等への就労を希望する人に、必要な訓練を行います。

就労継続支援Ａ・Ｂ型：　一般企業等での就労が困難な人に、働く場を提供するとともに、知識及び能力の向
上のために必要な訓練を行います。

共同生活援助（グループホーム）：　知的・精神障害者に夜間や休日等の共同生活を行う住宅で、相談や日
常生活上の援助を行います。

共同生活介護（ケアホーム）：　知的・精神障害者に夜間や休日、共同生活を行う住居で入浴、排せつ、食事
の介護等を行います。

施設入所支援：　生活能力上、単身の生活が困難な人や地域の社会資源の状況から通所が困難な人、施設
に入所している人に夜間や休日、入浴、排せつ、食事の介護等を行います。



地域生活支援事業

障害児通所支援事業

その他事業

訪問入浴サービス事業：　入浴が困難な重度身体障害者（児）の居宅を訪問し入浴介護を行います。

相談支援事業：　障害のある人、その保護者・介助者等からの相談に応じ、必要な情報の提供、権利擁護の
ための支援などを行います。

日中一時支援事業：　日中において監護する者がいないた、見守り等が必要な者に日中活動の場の提供を
したり、見守り及び社会適応訓練を行います。

移動支援事業：　屋外への移動が困難な障害者等が社会生活上必要不可欠な外出及び社会参加活動など
での外出を支援します。

児童発達支援：　未就学児を日中施設に通わせ、日常生活における基本的な動作の指導、集団生活への適
応訓練等を行います。

放課後等デイサービス：　学校通学中の障害児を、授業の終了後または休業日に施設に通わせ、生活能力
の向上のために必要な訓練、社会との交流の促進等を行います。



福祉サービス機関一覧
＜指定特定、指定障害児相談支援事業所＞

障害福祉サービスを利用する人に対し、サービス利用計画を立ててくれます。

H２４．１０．１　現在

順不同

事業所名 法人名 所在地 電話番号 FAX

碧南ふれあい
相談支援事業所

社会福祉法人碧南
市社会福祉協議会

碧南市山神町8-35 0566-46-3702

ガイア相談支援センター
社会福祉法人ダブ
ルエッチジェー

碧南市中山町1-7 0566-48-3980

生活サポートみらい
NPO法人あいちサ
ポート未来

碧南市源氏神明町
98

0566-91-8491

＜地域生活支援事業＞

H２４．１０．１　現在

順不同

事業所名 所在地 電話番号 移動支援 日中一時 備　　考

ふれあい福祉園ガイア 碧南市中山町1-7 0566-48-3980 × ○

ふれあい支援センター 碧南市中山町1-7 0566-48-3980 ○ ×
ふれあい福祉園
ガイア　内

ふれあい作業所
碧南市中山町1丁目
16番地１

0566-46-2941 × ○

はーねすケアセンター
碧南市東浦町1-39-
2

0566-43-7333 ○ ○ やさしい手　内

碧南ふれあい
訪問介護事業所

碧南市山神町8-35 0566-46-3702 ○ × 社会福祉協議会　内

クローバー
ケアステーション

碧南市坂口町1-53-
5

0566-48-4289 ○ ×

木陰ケアサポート
碧南市金山町2丁目
1番地13

0566-48-7910 ○ ○
身体障害者、知的障害者、障害
児を対象

エンジェルス
碧南市古川町１－１
ﾄﾘｰﾊｲﾂ西端403号

0566-45-5107 ○ ×

しんかわ
ヘルパーステーション

碧南市篭田町1-17-
2

0566-41-9551 ○ ×

ハルナ
安城市桜井町咽首
195番地

0566-99-9860 × ○

児童デイサービス事業所
まめぴよクラブ

安城市高棚町芦池
215-2

0566-72-0227 × ○ ぴよっこハウス内　児童を対象

日中一時支援事業所
大地

安城市横山町浜畔
上

0566-91-4799 × ○ 知的障害者（18歳到達年度まで）
と児童を対象

めだかくらぶ
安城市明治本町14-
1

0566-72-6780 ○ ○

クローバーの家
高浜市春日町3ー6-
1

0566-52-9680 × ○

（碧南市が契約している事業所）

0566-48-6522

0566-46-9352

0566-91-8481



事業所名 所在地 電話番号 移動支援 日中一時 備　　考

こころんサービス事業所
高浜市沢渡町3丁
目3番地1

0566-52-2002 ○ ×

授産所高浜安立
日中一時支援事業所

高浜市向山町6-
1-1

0566-53-8551 × ○

ピカリコ
西尾市平口町大
溝75

0563-53-1212 × ○
身体障害者及び10歳以上の身
体障害児を対象

ヘルパーステーション西
尾

西尾市寄住町洲
田21-2

0563-57-1616 ○ ×

障害者支援施設エール
西尾市戸ヶ崎三
丁目18番地１

0563-59-3447 × ○

愛厚半田の里
（旧：半田更生園）

半田市鴉根町3-
40

0569-27-5049 × ○
知的障害者、15歳以上の知的
障害児を対象

メビウス
半田市椎ノ 木町
1-8-1

0569-20-7755 × ○

るいこん
半田市柊町 １丁
目88番地3

0569-84-3412 × ○

よつば指定居宅介護事業
所

岡崎市北本郷町
字野添38-1

0564-34-0535 ○ ×
身体障害者、知的障害者、障害
児を対象

指定生活介護事業所
ぱれっと

岡崎市北本郷町
字野添38-1

0564-34-0535 × ○ 知的障害者、障害児を対象

愛知県立心身障害児療育セ
ンター第二青い鳥学園

岡崎市本宿町字
柳沢5-1

0564-48-2831 × ○
身体障害児で岡崎養護学校在
籍者を対象

ひがしうらの家
東浦町藤江字カ
ガリ118

0562-84-3400 × ○
知的障害者中心で中学生以上
を対象



相談機関 H25.1.31現在

分野別

保健センター ０５６６－４８－３７５１ 平日８：３０～１７：１５
　健康課　母子保健係

刈谷児童相談センター ０５６６－２２－７１１１ 平日９：００～１７：３０

・知能検査及び判定を行います

子どもの 教育相談 ０５６６－４６－７７７７ 平日８：３０～１７：１５
発達など （市役所　教育指導室内） （予約が望ましい）

０５６６－９９－３３４５ 平日９：３０～１７：００

（要予約）

０５６９－２１－７１３１ 平日

担当：教育支援部

０５６４－５２－１２８２ 平日

こども課 ０５６６－４１－３３１１ 平日８：３０～１７：１５
（内線４６３）

学校教育課 ０５６６－４１－３３１１ 平日８：３０～１７：１５
（各学校でも相談可能） （内線５１２）

障害者就労支援相談所 ０５６６－４１－３３１１
（場所：市役所　福祉課） （内線３３３）

（要予約） （９時～１２時）

ハローワーク碧南 ０５６６－４１－０３２７
（予約は取れず）

０５６４－２７－８５１１

愛知県立岡崎盲学校 ０５６４－５２－１２８２ 平日
（理療科）

衣浦東部保健所 ０５６６－２１－４７７８ 平日９：００～１２：００
（要予約） １３：００～１６：３０

就職につい
て

西三河障害者就業・生活支
援センター　輪輪

こころの健
康等に関す
る相談

電話番号 受付時間

安城養護学校
あゆみ相談

就園・就学
について

育児での心配事や子どもの発達に
ついて相談等を行います

・子どもの発達・発育や子どもへの
対応などの相談を行います

ひいらぎ養護学校
ふれあい相談

名称

就労についての指導・助言など

体の不自由なお子さんや身体的な
発達に遅れのあるお子さんの相談
を行います

内容

保育園・幼稚園への就園につい
て、全般的なご相談を行います

不眠、うつ、ひきこもり、幻覚、妄
想、アルコール依存などのこころの
健康に関すること、社会復帰に関
すること、家族の対応についての
相談など

全般的な職業相談。求人情報の提
供

小・中学校への就学について、全
般的なご相談を行います

・知的障害児（18歳まで）の療育手
帳の発行を行います

幼児期・学齢期の相談（不登校、
落ち着きがない、友達ができない
など）を行います

子どもの成長や発達の不安、心配
事について相談を行います。

就労希望についての面談、事業所
訪問など。

愛知県立岡崎盲学校
乳幼児から学齢期のお子さんの、
見えにくさや早期教育の指導や相
談を行います。

視覚障害者の就労にむけて国家
資格をとりための教育を行う。（あ
んま、はり、きゅう)

週３日（月・水・金）の午
前中



医療機関

分野別
知多市つつじが丘4-23-3 0562-55-0111 ℡にて予約が必要。

刈谷市神田町2-30 0566-21-3511 ℡にて予約が必要。

大府市森岡町尾坂田1-2 0562-43-0500 ℡にて予約が必要。

（以下、愛知県発行の福祉ガイドブックより抜粋）
碧南、刈谷、安城、西尾の病院を掲載

分野別
刈谷病院 刈谷市神田町２－３０ ０５６６－２１－３５１１

安城市藤井町南山１４１ ０５６６－９９－３１７１

碧南市平和町３－６ ０５６６－４８－５０５０

西尾市熊味町上泡原６ ０５６３－５６－３１７１

西尾市高畠町４－３８ ０５６３－５４－６０３３

西尾市錦城町２５１ ０５６３－５５－００７１

刈谷市住吉町５－１５ ０５６６－２１－２４５０

刈谷市八幡町７－７８ ０５６６－２１－０２３６

刈谷市若松町１－６ ０５６６－６３－２１００
（岡部ビル２階）
刈谷市新栄町７－７２－３ ０５６６－２２－５１００
（フラワービル５階）
安城市安城町東広畔２８ ０５６６－７５－２１１１

安城市朝日町１６－１８ ０５６６－７７－８８１０

安城市横山町浜畔上２６－１ ０５６６－７２－８５２５
（MCビル４階）
安城市三河安城南町１－１５－１０ ０５６６－７３－６９００
（シティタワー３階北）
安城市美園町１－１－３ ０５６６－７４－７７１１

碧南市近隣
で精神病床
のある医療
機関

発達外来の
ある医療機
関

つつじが丘こどもクリニック

碧南市民病院　精神科

矢作川病院

あいち小児保健医療総合セ
ンター

電話番号

事前に予約が必要か確
認をしてください

電話番号内容

内容名称

碧南市近隣
で精神科の
ある医療機
関

成精会　刈谷病院　児童外
来

神谷クリニック

世古口医院

厚生連安城更生病院

名称

堀クリニック

羽根メンタルクリニック

美園フォレストクリニック

いしかわハーブクリニック

青山メンタルクリニック

こころのクリニック西尾

刈谷豊田総合病院

定塚メンタルクリニック

予約など

西尾市民病院



その他の機関
分野別

親子の会「カラフル」

地域活動支
援センター

子どもの預
かり、送迎

０５６６－４１－２５５５ 平日９：００～１７：００

聴力障害者が、心身障害者福祉セ
ンターで手話講座に参加、手話
サークルの交流会などを実施

ＦＡＸ
０５６６－４６－９９２３
(副会長　石田　貴紀）

碧南・高浜聴力障害者協議
会

親の会

会長　平岩　秀美
０５６６－４１－６００７

碧南市手をつなぐ育成会

ファミリーサポートセンター
（市役所　こども課内）

障害者関係
団体

事務局
心身障害者福祉セン
ター
０５６６－４８－１７２０
会長　杉浦　修

心身障害者福祉センターでの各種
講座・教育などディサービス事業に
参加、社会見学やレクリエーション
を実施

碧南市身体障害者福祉協
会

知的障害者を中心に身体障害者も
加わり、心身障害者福祉センター
でひなまつり会を実施するほか、
他の団体と共催でふれあいスポー
ツ大会などを実施

あおみＪセンター（ＮＰO
法人ハートフルあおみ）

０５６６－４６－８２９５

090-3455-7751
深津

「のんちゃんの会・碧南」

電話番号

1,000人に一人のダウン症児。ゆっ
くりのんびり育つ子どもたちとお母
さんも共に一緒に育ち合いましょ
う。
楽しい行事や勉強会などを行って
います。広域な仲間もできますよ。

安城養護学校　PTA　地区
別懇談会　「みどり会」

平日９：３０～１７：００

０５６６－９９－３３４５
安城養護学校
(連絡先は学校でご確
認ください）

専用Eメールアドレス
colorful.since2012@gma
il.com

心身障害者福祉センターでリハビ
リ学習会や一日保育、生活体験事
業等を実施

安城養護学校では、居住地区ごと
に地区別懇談会として、情報交換
や意見交換、勉強、見学会などを
行いながら、地区でのネットワーク
作りを行っています。勉強会はどな
たでも参加できます。

内容

碧南市肢体不自由児父母
の会

精神障害者の家族間の交流及び
助け合い、精神障害者の小規模作
業所あおみＪセンターの運営協力

碧南・高浜地域精神障害者
家族会あおみ会

碧南・高浜地域精神障害者小規
模作業所
・作業活動（廃油石鹸つくり、
キャンドルつくり等）、グルー
プ活動(リクリエーション、調理
実習等）

子育ての手助けをしてほしい人（依
頼会員）と子育ての手助けをしたい
人（協力会員）がお互いを助け合
いながら地域で育つ子どもを支援
する組織です。
主な内容：子どもの預かり（協力会
員宅）、保育園や学校などの送迎
詳細はファミリーサポートセンター
へ

副会長　牧野　昭彦
０９０－３９６８－８８１４

事務局　あおみＪセン
ター
０５６６－４６－８２９５

障がいのある子供達の個性を大切
に、親同士の交流会や勉強会、親
子参加型のお遊び会や体験教室
などを行っています。
正会員の他に、協力、ボランティア
会員も募集しています。

名称 受付時間



分野別
ボランティア 碧南ひまわり会 ０５６６－４１－４８８８

（会長：角谷由里子）

手話サークルめだか ０５６６－４２－４９３９

手話サークルありんこ ０９０－４２５４－４２０７
（川幡）

知的障害者（学校卒業者）の療育
を兼ねたレクリエーションなどを行
う

内容：お花見、ゲーム、体操、バス
旅行など

聴覚障害者との交流（クリスマス
会、交流会、食事会）

名称 内容

聴覚障害者との交流（クリスマス
会、交流会、手話の勉強など）

受付時間電話番号



サービス等利用計画・障害児支援利用計画

利用者氏名（児童氏名） 障害程度区分 相談支援事業者名

利用者負担上限額 計画作成担当者

地域相談支援受給者証番号 通所受給者証番号

計画作成日 モニタリング期間（開始年月） 利用者同意署名欄

総合的な援助の方針

長期目標

短期目標

福祉サービス等

種類・内容・量（頻度・時間）
提供事業者名

（担当者名・電話）

1

2

3

4

5

6

□□　□□

○○　○○

利用者及びその家族の
生活に対する意向
（希望する生活）

本人：高校を卒業したら就職をしたいと思う。給与が入ったら趣味の○○○○○を買いに行きたい。

母：趣味のことにはとても熱心に打ち込むことができる。しかし、得意でないことに取り組むことが難しい。
　手先が器用なので、できる仕事をして給与をもらえるようになるといい。

○○　○○○ 碧南ふれあい相談支援事業所

障害福祉サービス受給者証番号 0123456789 ××××円

123456789

平成○○年○月○日 平成○○年１月、２月、３月、以降半年毎に１回

優先
順位

解決すべき課題
（本人のニーズ）

支援目標
達成
時期

○○事業所　Ａさん
0566-○○-○○○○

週2回は、放課後等デイサービスの
事業所に通所する。
学校が終わったら、友人と事業所ま
で電車で移動する。

卒業後は、本人の特性や特技を生かして、一般就労ができることを目指していく。そのために、社会性を身につける訓練や協調性をもち行動ができるようにする。

学校を卒業したら無理のない範囲で就労をして、給与による収入を得ることができる。また、稼いだお金を趣味に使えるようになる。

就労に向けて社会性を身につける訓練を行い、協調性をもった行動ができるようにする。

課題解決のための
本人の役割

評価
時期

その他留意事項

高校卒業後は、就労をして収入を得
たい。集中的に就労に向けた支援を
受けて就労に結びつけたい。

手先の器用さを生かし、本人ができ
る作業を行う。
社会のルールが身に着くよう、就労
に向けた支援を行う。

1年 放課後等デイサービス　２回／週 3ケ月 本人の特性を生かした作業に結びつけていけるとよい

好きな○○○○○を名古屋の東急
ハンズで買いたい。

趣味である□□の○○○○○集め
ができるよう、外出時の支援を行う。
決められたお金の中で買い物ができ
る。

3ケ月
移動支援　 ６ 時間/月
名古屋等へ外出

○○センター　Ｂさん
0566-□□-□□□□

ヘルパーと一緒に電車に乗り、名古
屋まで買い物に出かける。

3ケ月
現在、月1,000円の小遣い。
家族がお小遣いを渡す。

就労に向け、社会性を身に着けると
共に、就労につなげていく支援あると
いい。

就労につながるように社会のルール
やマナーを身に着けていく。

1年 特別支援学校

休みの日は楽しく外出をしたい。

余暇の時間として、楽しみのある休
日等を過ごし、時には息抜きの時間
をもつ。
本人の興味を生かした作業（就労）
体験を行う。

3か月
日中一時支援　 　３回／月
放課後等デイサービス　２回／週

母
○○事業所　Ａさん
0566-○○-○○○○

できる調理を必要に応じて行う。
家族が忙しい時は、食事の準備をし
て家族の手助けができる。

1年

××センター　Ｄさん　0566-
△△-△△△△
□○事業所　Ｅさん　0566-
○×-□△□△
○○事業所　Ａさん
0566-○○-○○○○

本人が楽しめるプログラムに参加し
たり、就労につながるようなプログラ
ムに参加してみる。

3ケ月

余暇としてカラオケ、ボーリングなど楽しめるプログラム
を選択。
長期休暇中は、就労につながるような日中一時支援の
プログラムを体験したり、普段利用しない事業所の利
用も検討してみる。

○○養護学校　Ｃ先生
0566-××-××××

電車を使い、特別支援学校へ通学す
る。
先生のお話を聞いて、授業に参加す
る。友人と仲良く過ごす。

食べることが好き。作れる料理は自
分で作りたい。

できることを大切にして、役割を持ち
ながら生活を送る。
調理能力を生かした作業を行うな
ど、就労の可能性へつなげる。

3ケ月

家族の支援（食材の準備など）　適
宜

放課後等デイサービス　２／週

3ケ月
火の取扱いに注意
既に何度かカレーを作ったことがある。

 39



サービス等利用計画・障害児支援利用計画【週間計画表】

利用者氏名（児童氏名） 障害程度区分 相談支援事業者名

利用者負担上限額 計画作成担当者

地域相談支援受給者証番号 通所受給者証番号

計画開始年月

月 火 水 木 金 土 日・祝 主な日常生活上の活動

6：15自宅出発 6：15自宅出発 6：15自宅出発 6：15自宅出発 6：15自宅出発
6：26発○○駅乗車 6：26発○○駅乗車 6：26発○○駅乗車 6：26発○○駅乗車 6：26発○○駅乗車

起床 起床

電車で事業所へ移動 電車 電車で事業所へ移動

電車 電車 帰宅 週単位以外のサービス

17：30帰宅 17：30帰宅

夕食 帰宅 夕食 夕食 帰宅 夕食 夕食
夕食 夕食

入浴 入浴 入浴 入浴 入浴 入浴 入浴

就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝

サービス提供
によって実現
する生活の

全体像

○○　○○○ 碧南ふれあい相談支援事業所

××××円 □□　□□

123456789

6:00

7：30頃○○養護学校到着

障害福祉サービス受給者証番号 0123456789

5：30起床 5：30起床 5：30起床

部活の朝練 部活の朝練

平成○○年○月

部活動の朝練に平日は毎日参加。
学校へは電車で自力通学をしている。
放課後は、月曜と水曜のみ、部活動があ
る。部活動には好んで参加できている。
帰宅後は、パソコンでネットをしたり、好
きな□□の○○○○○を触って過ごすこ
とが多い。

放課後等デイサービスの利用にあたり、
○○養護学校から○○事業所まで、
○○事業所職員が付き添い、電車で移
動する。

5：30起床 5：30起床

8:00 部活の朝練 部活の朝練 部活の朝練

7：30頃○○養護学校到着 7：30頃○○養護学校到着 7：30頃○○養護学校到着 7：30頃○○養護学校到着

○○養護学校 ○○養護学校 ○○養護学校

10:00

11：00～12：00
○○スイミング

12:00

14:00

○○○○部活動 ○○○○部活動
16:00

放課後等デイサービス 放課後等デイサービス

○○養護学校 ○○養護学校

９～12月の土曜午前は、部活動がある。

朝、夕の部活動は、3年生の2月まで。

年数回土曜の午後は、トヨタスタジアム
でスペシャルオリンピクスの練習があり、
ソフトボール、サッカーの練習がある。

週末の移動支援は月１，２回の利用。日
中一時支援は、月１～３回程度の利用。
日中一時支援のプログラム内容を見て
利用を検討している。

月に１回ほど、放課後等デイサービスの
余暇的活動にも参加していく。

18:00

20:00

22:00

0:00

2:00

4:00

月 0.0身体介護 週 0
家事援助 週

移動支援
0 月 0.0

高校卒業後は就労を目指したいという希望に沿えるよう、在学中から就労に向けた支援を利用することにより、社会で必要なルールやマナーを身につけていく。
通いなれた学校での支援も含め、支援している機関の特性に応じた支援を行いながら、関係者間で情報の共有を行うことにより、一定の支援方針をもち成長につながるようにしていく。
本人は、手先が器用であり特技もあることから、できることを大切にしながら、さらにできることが増えるような支援により、将来の就労の可能性を広げる。
また、休日などを楽しく過ごせるように移動支援での外出など、趣味の○○○○○が買えるような支援も行い、余暇の活動も大切にしていく。
社会に出るためには多くの課題があるが、学校、家族のサポート、就労のための支援と余暇の活動などをバランスよく組み合わせることにより、少しでも高校卒業後の進路に近づけると判断する。

週 0 月 0.0

移動支援

または、日中一
時支援

移動支援

または、日中一
時支援
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